
志望専攻 　　　　　　　　　　専　攻

受験番号

氏　　名

総得点

試験日：令和５年９月９日（土）　　　

令和６年度　大学院農学研究科　入学試験問題

博 士 前 期 課 程

一　般　入　学　選　考

『　昆虫学　』

　　（１）問題は全部で５題です。

　　（２）全ての問題に受験番号・氏名を記入してください。

　　（３）試験時間は、１２：３０～１４：００（９０分）です。

　　　　　　　↓志望専攻・受験番号・氏名を記入してください。



令和５年９月９日（土）実施

氏　名

得点

受験番号

問.１
環境DNAとはどういったものかを簡潔に1行程度で答えよ。

解答欄：
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問.２
DNAバーコーディングに関する以下の問に答えよ。
※文章での説明に加えて、模式図を用いて説明しても良い。

1) DNAバーコードとは何かを簡潔に説明せよ。
2) DNAバーコーディングとは何かを具体的に説明せよ。
3) 昆虫用のDNAバーコード領域を1つ答えよ。
4) 昆虫を対象とするDNA バーコーディングの良い点を従来の方法と比べて答えよ。

解答欄：

5
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問.３
環境DNA法を用いた生物検出の流れを、１）特定種を調べる方法と２）一度に多種を特定する
方法両方に共通の部分とそれぞれ異なる部分をともに説明せよ。
※文章での説明に加えて、模式図を用いて説明しても良い。

解答欄：

5
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問.４
環境DNAを用いた陸上昆虫に関する研究例を以下の内容を必ず含めて説明せよ。
※文章での説明に加えて、模式図を用いて説明しても良い。

a) 具体的なDNAの回収方法
b) 対象生物種
c) 用いた分析手法（問題3の方法のどちらを用いたかも明記すること）
d) 主な結果（数値ではなく、どういった生物が検出できたかどうか等）
e) この方法の活用方法

解答欄：
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問.５
従来の方法と比べて、環境DNA手法の良い点と課題を簡潔に説明せよ。

解答欄：

5
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解答例 

問１． 
環境中に残留している生物由来の DNA 
 
 
問 2． 
将来的に繰り返し活用することを想定して解答例は非公開とする。 
 
 
問３． 
将来的に繰り返し活用することを想定して解答例は非公開とする。 
 
 
問４． 
将来的に繰り返し活用することを想定して解答例は非公開とする。 
 
 
問５． 
将来的に繰り返し活用することを想定して解答例は非公開とする。 
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出題意図 
問１． 
環境 DNAが何かを知っているかを評価することを目的として出題した。 
 
 
 
問 2． 
本問題は、DNA の配列情報を用いて多様な昆虫種を特定（同定）することが可能な「DNA バーコーデ
ィング」という手法について、基礎的な概念の理解を評価することを目的として出題した。 
 
 
 
問３． 
 
本問題は、近年発展している環境 DNA（eDNA）を用いた生物検出の主要な手法について、特定種を
対象とする方法と、多種を同時に特定する方法の双方を理解しているかを評価することを目的として出
題した。 
 
 
 
問４． 
本問題は、環境 DNA を用いた陸上昆虫に関する研究例について、受験者が具体的な研究を知ってお
り、DNAの回収方法、対象生物種、用いた分析手法、検出された生物、および活用方法といった重要
な要素を理解しているかを評価することを目的として出題した。 
併せて、特定種の検出と多種同定の手法（問題 3で扱った方法）のいずれが用いられたかを適切に区別
できているかも確認した。 
 
問５． 
本問題は、新規の手法である環境 DNAの手法には従来の生物調査方法にはない簡便性や凡庸性がある
ことを理解しているか、また、一方で、解決されていない問題点があることを理解できているかどうか
を評価することを目的に出題した。 

 


